
Japanese Society of Microbial Ecology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Soolety 　of 　Mloroblal 　Eoology

B − 23

嫌気共生系に よる フ タル酸類お よび フ ェ ノ ー ル の 分解 ：新規芳香族化合物分

　　　　　　　　　　 解絶対嫌気性細菌の 生理学的特徴
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【目的】　 これ まで我々 は安定的で高速な嫌気的フ タル 酸分解を進め る上で の 基礎的な知

見 を得 るた め、実テレ フタル 酸廃水嫌気性処理 プロ セ ス にお い て各種芳香族化合物分解に

関与す る微生物の 集積培養 ・分離を行 っ て きた
1）

。 先の報告で は 、イソフタル酸 の集積培

養系か ら、科レ ベ ル の新規細菌 （UI 株）の 分離を報告 した
2）

。
　 UI 株の 最も特徴的な形質は

嫌気的に フ ェ ノ
ー

ル をメ タン生成古細菌 と共生系で分解で きる とい う点で ある 。 現在まで、

メタン生成環境で の嫌 気的フ ェ ノー
ル 分解菌に関して は

、 安息香酸まで分解で きる細菌が
一
例報告され て い るが 、 UI 株はメ タン 生成環境下で フ ェ ノ

ー
ル を酢酸に まで 酸化で き る

細菌 として は初めて 分離され た細菌で ある 。 本研究で は 、 この菌株の詳細 な生理学的特徴

を明らか にす る とともに 、 フ ェ ノール な どの芳香族化合物 の 分解特性を把握 した。

【結果と考察】UI 株は 絶対嫌 気性 グラム 陰1生細菌で あ り、 最適生育条件は 37 ° C 、　pH7．0

で あ っ た 。 16S　rRNA 遺 伝子配 列 に基づ い た 分子系統解析 を行 っ た 結果 、
　 UI 株は

Deltaproteobacten
’
a の 少な くとも科 レ ベ ル の ク ロ

ー
ン クラス タ （グル

ープ TA ）に属 した 。

現在 まで 分離されて い る細菌の 16S　rRNA 遺伝子配列とは最大で も 83％以下 の相 同性を示

し 、 その遺伝的新規性が示唆された 。 本菌株は 、 水素資化性メ タン 生成古細菌 との 共生系

で 、イ ソフタル 酸、安息香酸、4 ヒ ドロ キ シ安息香酸、 フ ェ ノール
、 レ ゾル シ ノール な ど

の 芳香族化合物を利用 し生 育す るこ とが 判明した 。 UI 株の 単独培養系 を構築す るため、

考え得る 80 種類程度の 様々 な基質を添加 し単独培養を試みたが 、
い ずれの 基質 、 培養条

件に おい て も単独で の 培養 は不可能で あっ た 。 また 、 硫酸 、 亜硫酸 、 チオ硫酸、硝酸及び

酸化鉄の 還元能 も見 られなか っ た
。

これ らの事実は 、本株が絶対共生細菌で あ る可能性を

示唆 して い た 。 UI 株は メ タン 生成古細菌 （M ．　hun
．

oatei ）との 共生系で 、イ ソ フ タル 酸 、

フ ェ ノ ール を分解 し、 メタン お よび酢酸を生成 した 。 フ ェ ノ
ー

ル の 分解過程で は 、 水素 （＜20

Pa）と 4 ヒ ドU キシ安息香酸 （最大量 60 μM ）が中間代謝産物 として 検出され た。
一
方、

イソ フ タル 酸を基質 とした場合 、 水素 （＜ 20Pa ）、安息香酸 （最大量 8 μM ）が 中間産物 と

して検出された 。 水素また は 2−BES （メ タン 生成古細菌の 阻害剤）の 添加に より、 上記基

質の分解が完全 に阻害 された 。
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